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気象条件から遠方の見え方は予測できるか 

東京都立戸山高等学校 吉田悠人(高校 2 年) 

 

はじめに 

私は以前から遠くの景色を眺めることが趣味で、経験

上、夏場は自宅から 100km 以上離れた富士山が見えるこ

とは少ないことを知っていた。しかし、2019 年 9 月に台

風 15 号が関東地方を通過した翌日は富士山まで見渡せ

る程空気が澄んでいたため、気象条件と視程が何か関連

しているのではないか、と関心を抱き、研究に至った。 

この研究は、視程と気象条件の分析から両者の関係性

を見出すこと、その傾向から視程の予測を行うことの二

つを目標に行っている。現時点で予測まで至っていない

ため、ここでは分析内容に絞って説明する。 

 

研究等の方法 

 「視程」という用語について、ここでは「どれだけ遠

方まで見渡せるか」に着目し、“その日視認できた自宅

から最も遠い観測対象までの距離”と定義する。 

 手順は、毎朝 7 時に自宅ベランダから行う観測対象の

撮影、撮影した画像で対象物の視認の可否判定、視程の

記録とアメダスの気象データ(日平均気温・風速・相対湿

度、日最多風向)の分析の 3 段階。 

 観測機材は一眼レフカメラ“Nikon D5300”に望遠レン

ズ“AF-S NIKKOR 55-200mm φ52mm”を最大望遠で用い

る。また、分析期間は季節の変化の影響をなるべく小さ

くするために 11 月 1 日～2 月 28 日とした。 

 

結果・考察など 

観測の結果、次(図 1)のように視程が推移したことが分

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 11 月 1 日から 2 月 28 日における視程の推移 

 

また、先述の 4 項目について分析を行うと、特に日平均

相対湿度との間に次(図 2)のような負の相関が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 視程と日平均相対湿度の関係 

 

霞みの原因を霧のようなものと仮定し、水蒸気の凝結

核としてエアロゾルの存在を認めるものとした。このと

き、吸湿性があるエアロゾルは水蒸気を纏って粒径が肥

大することから、光の散乱や霧を引き起こして視程を短

くすると考えた。すなわち、湿度による粒子の性質の変

化が視程の変化に影響を与えると考えた。 

また、気温や風向に関して、一日単位の変化が視程の

変化に与える影響は大きくないことが結果から考えられ

たが、季節的な変化によって視程の水準が大きく変化し

ていたため、海水の蒸発や空気の運搬という点で湿度と

関係して視程の変化に間接的な影響を与えているのでは

ないかと考えた。 

加えて、風速に関して他の気象条件のような視程との

関係性は得られなかったが、文献調査によってエアロゾ

ルの運搬に関わっていることが分かったため、凝結核の

存在に関係するという点で視程の変化にある程度影響を

与える要素なのではないかと考えた。 

ここから、それぞれの気象条件は最終的に湿度と関係

し、それによって視程が変化すると考えられた。このこ

とから、視程が変化する上での第一条件は湿度だとする

のが妥当ではないかと考えた。 

 

おわりに（まとめなど） 

 分析対象とした 4 つの気象条件の中で視程の変化に最

も影響を与えていたのは日平均相対湿度であるという結

論に至った。 

今後、エアロゾルや比湿について知見を深めて分析を

充実させていくと共に、予測に必要なデータの確保が可

能かどうか調べを進めていきたい。 
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